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令和5年度安芸市教育委員会議案一覧

議案番号 件 名 提出n

議案第1号
安芸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について R5,4.28

議案第2号
安芸市放課後児童支援員のキャリアアップによる会計年度任用職員の
給料等の調整額の支給に関する規則について R5.4,28

議案第3号 令和5年度安芸市奨学金貸与者の選考について R5,4.28

議案第4号 安芸市教育支援センター運営委員会委 員の委嘱について R5.5.26

議案第5号 安芸市教育研究所運営委員の委嘱について R5,5.26

議案第6号 安芸市社会教育委員及び安芸市公民館運営審議会委員の委嘱について R5.5.26

議案第7号 安芸市民図書館協議会委員の任命について R5.5.26

議案第8号 安芸市教育振興基本計画の期間延長について R5,6.30

議案第9号 令和6年度以降使用小学校教科用図書の採択について R5,7.10

議案第10号 安芸市教育研究所条例等の一部を改正する条例について R5.7.28

議案第11号 安芸市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について R5.7,28

議案第12号 安芸市スポーツ振興審議会委員の委嘱について R5.7,28

議案第13号 安芸市スポーツ推進委 員の委嘱について R5.7、28

議案第14号 令和6年度以降使用小学校教科用図書の採択の承認について R5.7.28

議案第15号 安芸市民会館条例施行規則の一部を改正する規則にっいて R5.8.25

議案第16号

安芸市立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務
を監督する安芸市教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図る
ために講ずべき措置に関する規則について R5,8.25

議案第17号 令和5年 度安芸市一般会計補正予算(第2号)に ついて R5.8.25

議案第18号 安芸市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則について R5.9.29

議案第19号 令和5年 度安 芸市一般会計補正予算(第4号)に ついて R5.11.24

議案第20号 令和4年度安芸市教育委員会 自己点検 ・評価について R5.ユ1.24

議案第21号 安芸市立学校設置条例の一部を改正する条例について R6.1.26

議案第22号 安芸市立学校への就学等に関する規則の一部を改正する規則について R6.1.26

議案第23号 安芸市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について R6,ユ.26

議案第24号 令和5年 度安芸市一般会計補正予算(第6号)に ついて R6.2.22

議案第25号 令和6年度安芸市一般会計予算にっいて R6,2.22

議案第26号 令和6年度安芸市教育行政方針の承認について R6.2.22

議案第27号 安芸市立歴史民俗資料館条例等の一部を改正する条例について R6,2.22

議案第28号 安芸市立歴史民俗資料館条例施行規則の一部を改正する規則について R6.2.22

議案第29号 安芸市立書道美術館条例施行規則の一部を改正する規則について R6,2,22

議案第30号
安芸市放課後児童支援員のキャリアアップによる会計年度任用職員の
給料等の調整額の支給に関する規則の一部を改正する規則について R6.2.22
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2(款)総 務費1(項)総 務管理費10(目)市 民会館費

【事業名】 市民会館施設管理費 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 決算事業費

国 県 地方債 その他 一般財源
■

8,685 999 9,684 0 9,465 0 0 0 1,650 7,815

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

会計年度任用職員報酬 報酬3,892芸 術文化の振興及び生涯学習推進の拠点となる大ホール及び会議室の貸館業務を

会計年度任用職員期末手当 職員手当等748行 った。

光熱水費 需用費3,0441・ 会館使用の許可及び使用料の徴収に関すること・2
.会 館の管理運営に関すること。施設管理委託 委託料520

空調機取替工事 工事請負費286
プ ロジェ クター 、ワイ ヤ レスマイ ク等購入 備品購入費605

【事業効果】

1.大ホールを中心に、市の主要文化事業の開催や市民各層の芸術文化活動の拠点となり、会館としての機能を果たした。
2.各種研修会等が開催され、文化の向上、福祉の増進など生涯学習の充実が図られた。

3(款)民 生費 1(項)社 会福祉費 6(目)社 会福祉施設費

【事業名】 隣保館管理運営事業

当初予算額

17,435

補正予算額

1,126

最終予算額
(流用含む)

18,561

うち
次年度繰越額

決算事業費

9,500 8,443

【担当課名】 生涯学習課 市民館
財 源

(単位:千 円)

内 訳

国

0

県

5,538

地方債

0

その他

0

一般財源

2,905

【主な費用概要】
運営審議会委員 ・会計年度任用職員報酬

各教室講師報償費

光熱水費他

床ワックスかけ清掃委託他

隣保館連絡協議会分担金他

(節名称)

報酬

報償費

需用費

委託料

負担金補助及び交付金

(金 額)

3,930

950

1,926

618

95

【事業 内容 】

1.基 本事業 として、相談活動 、人権啓発 、市税等 の受入、交流 ・イベ ント、その他(施

設 の利 活用、自主 防災組織等 との協働)事 業 を行った。
2.特 別事業 として、デイサービス事業 、地域交流事業を実施 した。

【事業効果】

福祉の向上や人権啓発の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして、地域に密着した生活上の各種相談事業をはじめ、地域住民の健康相談や同和問題をはじめとする人
権課題の啓発、また地域交流促進事業による硬筆教室等の開催及び西浜公民館 ・自主防災組織と協働で地域活動を総合的に行い、地域住民の福祉の向上につながった・ま
た、コンディシヨニング運動教室は運動指導士による健康講座で、周辺地域からの参加もあり、交流しながら楽しく健康づくりができた。昨年度は、人権フルマラソンの代替行事と
して、ニュースポーツ「モルック」での交流会を開催するとともに、会場の安芸ドームは地域の避難所に指定されていることから、炊出し訓練も同時に実施することができた。



【教育費】
10(款)教 育 費1(項)教 育総務費1(目)教 育委員会費

【担当課名 】 学校教育課 学校教育係(単 位 二千円)【事業名 】 教育委員会事務費

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

2,134 0 2,134 0 2,096 2,096

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

教育委員報酬他 報酬1,991教 育委員会を開催した。(定 例会12回 ・臨時会1回)

教育委員会外部評価委員会委員報償費 報償費23外 部評価委員会を開催した・(2回)

安芸郡市町村教育委員会連絡協議会負担金 鯛鋪助及び交付金82

【事業効果】

教育行政の基本方針や重要事項を審議するため教育委員会及び外部評価委員会を開催し、教育の機会均等、教育水準の維持向上、地域教育の振興を図った。

10(款)教 育費 1(項)教 育総務費 2(目)事 務局費

【事業名】 教育委員会事務局事務費 【担当課名 】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

最終予算額 うち 財 源 内 訳
当初予算額 補正予算額

(流用等含む) 次年度繰越額 決算事業費
国 県 地方債 その他 一般財源

4,313 △1,706 2,607 0 2,007 80 14 1,913

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

手土産代他 交際費210・ 教育委員会事務局の経費

教育委員会事務局消耗品費他 需用費695・ 学校保育連絡支援システム利用料・各負担金、補助金の支払い学校保育連絡支援システム利用料他 役務費149
・共同学校事務室の経費

デジタル複合機賃貸借他 使用料及び賃借料564

安芸市小中学校ヘルメッ ト購入費補助金 飽鋪 助及び交付金160

各負担金 負担金補助及び交付金189

【事業効果】

教育委員会事務局の事務の効率的な運営がなされた。
通 学用ヘルメット補助金 により、生徒が安全 に通学することができるようになった。(対象者80名)
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【事業名】　 ICT支 援員配置事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

4,540 139 4,679 0

■

4,457 4,456 1

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

ICT支援員職員報酬 報酬3,504・ 学校におけるタブレット等の情報を活用した資料作成等の補助

ICT支援員期末手当 職員手当等719・ICTを 活用した授業における教職員および児童生徒へのサポート

ICT支援員費用弁償 旅費234・ 電子黒板やプリンタ等の情報機器不具合時の各種対応の実施

【事業効果】

学校現場からの相談体制や実務的な支援行い、情報教育の推進を図った。
情報教育推進委員会にて、各種調査や情報共有を図った。

10(款)教 育費 1(項)教 育総務費 3(目)育 英事業費

【事業名】 育英事業費 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算 額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

4,920 △540 4,380 0 4,292 1,380 2,912

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校図書購入 需用費3,812・ 学校図書館図書購入費(各学校へ配当)

奨学資金貸付金 貸付金480・ 奨学資金の貸付(大学1名・高校1名)

【事業効果】

児童生徒が読書活動を通じて豊かな人間性や感性、読解力などを育むことができるよう、学校図書館図書の一層の充実が図られた。
奨学資金貸付によって教育機会の均等を図った。
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【事業名】 奨学金返還支援事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

600 600 1,200 0 942 942

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

奨学金返還支援補助金 負醗捕助及び交付金942前 年度の奨学金返還について補助した。(8名、24歳～39歳)

【事業効果】

大学等の就学のために奨学金等の貸与を受け、現に就労する者に対し、奨学金等の返還に要する費用を補助することにより、安芸市における生活を支援し、もって若年者の安
芸市への移住定住を促進することによる地域活性化を図った。

10(款)教 育費 1(項)教 育総務費 4(目)教 育 指導費

【事業名】 教育指導事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位1千 円)

最終予算額 うち
決算事業費

財 源 内 訳
当初予算額 補正予算額

(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

8,850 △690 8,160 0

1

6,272 ユ00 6,172

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

校内研修会等講師謝金 一 報償費555・ 校内研修等の開催

校内研修会等講師旅費 旅費84・ 教師用指導書・教材の購入・校外学習等 に係るバス借 上料教師用指導書
・教科 書他 需用費602

・各種団体等へ の補助金 ・負担金
校 外学習バス ・タクシー借 上料 使用料及ぴ賃借料2,676

安芸市教育研究会補 助金他 負担企補助及び鮒 金2,257

【事業効果】

校内研究に係る条件整備や研修を保障することにより、教職員の意欲及び資質向上を図るとともに児童生徒の基礎学力や体力の伸長につながった。。
体験活動などの校外学習を実施することによって、児童の学習理解を深めることにつながった。
教師用指導書や指導用教材を購入し、教育内容の充実を図った。
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【事業名】 教育支援センター運営費

当初予算額

1,389

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

1,389

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

1,008

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

1,008

【主な費用概要】

教育支援センター運営委員報償費

消耗品費、光熱費他

電話料、公用車保険料他

モバイルWi-Fiレ ンタル料他

(節名称)

報償費

需用費

役務費
使用料及び賃借料

(金 額)

5

827

130

46

【事業内容】
・教育支援センター(ふれあい教室)の開催

通室届(小学生10・名・中学生8名)延 べ883人 通室
・運営委員会の開催
・不登校児童生徒実態調査の実施
・学校及び関係機関との協力、連携
・指導員等の経費については、地域教育振興支援事業から支出

【事業効果】

教育支援センター運営委員会の中で、安芸市全ての小中学校が不登校の現状について情報共有を行いながら、対応策を考えたり、不登校の未然防止に向けた学習会を行うこ
とにより、安芸市全体の不登校対応への取組の充実を図った。
ふれあい教室では、年間7回の「野生塾」を実施し、ふれあい教室の通室生とコミュニケーション能力・思いやり・バランスのとれた人間関係等を高めることにつなげることができた。

【事業名】　 ALT招 致事業

当初予算額

12,649

補正予算額

△433

最終予算額
(流用等含む)

12,216

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

12,147

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

12,147

【主な費用概要】

ALT報 酬

研修旅費

ALT用 教科書 ・指導書他購入

新規者国内オ リエンテーション委託

外国青年招致事業負担金

(節名称)

報酬

旅費

需用費

委託料
負担金補助及び交付金

(金 額)

11,385

14

39

50

659

【事業内容】

将来、国際社会で活躍する人材を育成するため、ALT3名 を招致し、中学校における
実践的な英語学習や小学校における外国語活動に取り組む。

【事業効果】

ALT3名 が市内小中学校を巡回訪問し、それぞれの発達段階に応じた実践的な授業を実施することで外国語の学力向上と定着を図った。
ALT1名 が交代となったことで、これまでと異なる文化にっいて児童生徒の興味関心を持たせることができた。

6



【事業・名】 スクールカウンセラー配置事業

当初予算額

1,051

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

1,051

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

1,050

【担当課名】 学校教育課 学校教育係
(単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

1,050

【主な費用概要 】

ス クール カ ウンセ ラー報償費

(節名称)

報償費

(金額)【 事業 内容 】

1,050・ 市費スクールカウンセラーを安芸 中学校 に配置(1名)
・県費スクールカウンセラーを全校+ふ れあい教室 に配置(4名)

相談延べ件数3,881件

【事業効果】

人間関係構築の課題や不登校及びその傾向にある児童とその保護者に対し、専門家としての見地から適切に相談活動を行うことができた。
保護者からの面談要請も増加傾向にあり、子育てや学校教育への安心感が高まっている。
校内支援会に参加し、専門的知見をもとに児童の特性や支援の仕方等にっいての助言で、個別の指導計画に基づく継続的な支援を行うことができた。
発達障害の疑いのある児童生徒について、医療機関へ相談する前段に保護者が気軽 に相談できるシステムの一っとなっている。

【事業名】 山の学習支援事業 【担当課名 】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算 額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

460 148 608 0

1

397 397 0

【主な費用概要】(節 名 称)(金 額)【 事業内容 】

山の学習講師謝金 報償費20茸 栽培や学校林 の整備 を行った。(下 山小学校 、8人)

μ」の学習講師旅費 旅費2火 おこし体験や木 工クラフト体験を行った・(井ノロ小学校 ・70人)万華鏡づくりや秋
のおもちゃ作りを行った。(土居小学校、40人)山の学習教材費 需用費51

ネイチャークラフト(自然物を材料 に工作)を 行った。(清水ケ丘中学校 、57人)校外 学習バス借上料 使
用料及び賃借料324

【事業効果】

高知県の豊かな森林環境 を子どもたちに気づかせ、その体験学習を通して生きるカを育 むことができた。
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【事業名】 特別支援教育支援員配置事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む) 次年是轟越額1決 算轍

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

31,366 △3,662 27,704 ・126,082 26,082

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

会計年度任用職員報酬 報酬21,408市 内小中学校9校(下 山小学校以外)に特別支援教育支援員20名 を配置し、発達障

会計年度任用職員期末手当 職員手当等3,238害 等・特別な配慮が必要な児童生徒の支援体制の充実を図る・

会計年度任用職員通勤手当 旅費1,436

【事業効果 】

特別な配慮を必要とする児童生徒への早期からの一貫した支援のため、支援員と教員が連携し、個々の心身の発達や障害の状態について共通理解のもと、適切な指導のあり
方を検討することで、一人ひとりの教育的ニーズに対応した。

【事業名 】 スクールソーシャルワーカー活用 事業

当初予算額

4,746

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

4,746

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

4,338

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県

4,325

地方債 その他 一般財源

13

【主な費用概要】

スクール ソーシャルワーカー報償費

令和4年分補助事業償還金

文具購入

(節名称)

報償費
償還金利子及び割引料

需用費

(金 額)

4,320

13

5

【事業内容】

県からの委託事業として、社会福祉士等の専門的な知識を有するスクールソーシャ
ルワーカー3名を配置し、市内小中学校及び各保育所を訪問している。

(拠点校1安 芸第一小学校、安芸中学校、清水ケ丘中学校)
小中学校訪問327回1399時 間
保育所訪問119回312時 間

【事業効果】

日々の支援活動や校内支援委員会、随時のケース会等を通じて学校関係者(管 理職・養護教諭・担任 ・支援員等)やスクールカウンセラー等と緊密に連携を図り、課題を抱える
児童や保護者からの相談、家庭訪問等をすることによって、経済面や生活環境の改善についての情報提供や保護者との関係づくりや相談者への気持ちにより添い、粘り強く信
頼関係を構築し、課題解決に努めた。
就学前の幼児が円滑に入学できるように保育所に定期的に訪問することで、子どもの様子を早期に把握し、小学校へつなげることができた。
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【事業名】 到達度把握推進事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 決算事業費 財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

1,448 0 1,448 0 1,260 1,260

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

英語4技 能検定(GTEC)委 託 委託料356・ 英語4技 能検定(GTEC)の 実施(中2)

総合学力調査委託 委託料904・ 学力調査の実施
小1～3国 語 ・算数

小4～6国 語 ・算数 ・理科

中1国 語 ・数学 ・理科 ・社 会
中2.3国 語 ・数 学 ・理 科 ・社 会 ・英 語

【事業効果】

児童生徒の学力の実態や課題、生活実態との関連等から分析したデータ結果から、各学校の課、題が明らかになり、学習指導の充実・指導方法の工夫改善に活かすことができ
た。
調査結果から児童生徒一人ひとりの学力や学習状況を把握することができ、個々の学力定着及び学力向上の取り組みに活用した。
各学年の経年分析を効果的に活用しながら授業改善に向けて組織的に取り組んだ。

【事業名】 地域教育振興支援事業

当初予算額

8,000

補正予算額

1,163

最終予算額
(流用等含む)

9,163

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

8,451

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県

3,152

地方債 その他 一般財源

5,299

【主な費用概要】

ふれあい教室指導員 ・支援員他報酬

ふれあい教室指導員等期末手当

講師謝金

ふれあい教室指導員等通勤手当

消耗品費

(節名称)

報酬

職員手当等

報償費

旅費

(金 額)

6,597

950

310

552

42

【事業内容】

不登校児童生徒支援事業
ふれあい教室開催、指導員等の報酬等(指導員3名、支援員1名 、相談員1名)
未来を切り拓く、たくましい人材育成事業
保幼小中高連携コーディネーター報酬、講演会講師謝金他

【事業効果】

不登校の未然防止と初期対応及び社会的 自立に向けた支援の充実を図るために「教育支援センター」を開設し、不登校児童生徒の支援や進路保障につながる取組を充実させ
ることができた。
野生塾や物づくり体験及び自然体験活動などを実施することにより、様々な交流学習を充実させ、児童生徒のコミュニケーション能力や自尊感情の向上につなげることができた。
不登校未然防止に向けた取組として、全小中学校への学校訪問(毎月)や長期欠席児童生徒の実態調査(年 間4回)、教育支援センター運営委員会(年間4回 情報交流、学習
会)、学校現場にアウトリーチ型SC派 遣などを計画通り実施することができた。
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【事業名】 学校図書館読書環境整備事業

当初予算額

2,417

補正予算額

289

最終予算額
(流用等含む)

2,706

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

2,469

【担 当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県

【主な費用概要】

学校図書館支援員報酬

学校図書館支援員期末手当

学校図書館支援員通勤手当

図書 ラベル他消耗 品費

学校図書館 システム導入委託
スキャナー購入

地方債 その他 一般財源

2,469

(節名称)

報酬

職員手当等

旅費

需用費

委託料

備品購入費

(金 額)

1,678

299

22

266

157

47

【事業内容】

清水ケ丘中学校に学校図書館支援員を配置し、学校図書館の環境整備、図書館の
利活用及び読書週間の定着を促進。
安芸中学校向け学校図書管理システムの保守運用を行う。

【事業効果】

図書の分類、レイアウト、ブックカバーの装丁や修理を行うとともに、学校行事や季節に合わせた壁面飾り、新着コーナーを設ける等、子どもたちが読書に親しむきっかけづくりを
行った。
既存学校図書の精査を行い、中学校統合を見据え、購入図書・廃棄図書等の調整を行い、円滑な移行に向け図書システムへのデータ登録を進めることができた。

【事業名】 放課後等学習支援事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

18,293 △4,000 14,293 0

1

13,792 9,194 4,598 0

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

放課後等学習支援員報償費 報償費13,792授 業中の児童生徒の見取りや学習支援、放課後、夏季休暇等を活用した加力学習
指導の実施
実施校 小学校4校(川 北・土居・井ノロ・安芸第一)、中学校2校(清 水ケ丘・安芸)
支援員24名 延べ9,319時 間配置

【事業効果】

学力面に課題を抱える児童生徒に、っまづきに早期に対応した補充学習や学習機会を提供し、学力の底上げを図った。

10



【事業名】 地域学校協働本部事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

2,505 0 2,505 0
1

1,857 1,238 619

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

地域コーディネーター ・講師報償費 報償費1,200・ 地域学校協働本部協議会の開催、事業の実施

消耗品費 需用費499実 施校 全小中学校10校

ボランティア保険料他 役務費158'地 域の方による学習指導や児童の見守り

【事業効果】

学校・家庭 地域がそれぞれの役割と責任を自覚しっっ、地域全体で教育に取り組む体制づくり及び地域の活性化を図った。
地域の方による、水泳、書写などの指導により、教員の働き方改革につなげた。

【事業名】 家庭・教育・福祉連携推進事業

当初予算額

2,792

補正予算額

△74

最終予算額
(流用等含む)

2,718

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

2,347

【担当課名】 学校教育課 学校教育係
(単位:千 円)

財 源 内 訳

国

746

県

373

地方債 その他 一般財源

1,228

【主な費用概要】

連携マネージャー報酬、講師謝金

連携マネージャー期末手当

連携マネージャー通勤手当、講師旅費

教材 図書他購入

(節名称)

報酬

職員手当等

旅費

需用費

(金 額)

1,782

363

157

45

【事業内容】
・特別支援教育地域連携推進マネージャーの配置(1名)

特別教育支援員等に対する研修の実施や学校訪問による校内支援会への参加や
担任への児童に沿った支援の助言(教材貸出しやソーシャルスキルトレーニングの方
法紹介)、個別の指導計画等作成時のサポート
・学校等訪問147回 、担任面談18回 、支援ミーティング56回、研修会の開催1回 、通級
指導教室設置

【事業効果】

特別支援教育地域連携マネージャーを配置することによって、特別な配慮を必要とする児童生徒の支援者に対する助言や研修の実施により、質的向上を図り、切れ 目のない支
援体制作りを推進した。通級による指導については、R5年度より土居小学校を拠点校として開始したが、年度途中に産休に入った担当教諭の代替教員の配置がなかったため充
分な取り組みはできなかった。
福祉関係機関との連携により、切れ 目のない支援体制作りがさらに進んだ。
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【事業名 】 コミュニティスクール推進事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

1,960 △70 1,890 0 753 753

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校運営協議会委員報酬 報酬734保 護者や地域住民等が目標の実現に向けて教育活動を点検 ・評価を行い、教育活
学校運営協議会委員報償費 報償費10動 の充実に向けて協議するなど学校運営に参画する体制づくりを行う。

学校運営協議会委員旅費 旅費9
運営協議会29回(小 学校8校)
研修会1回

【事業効果】

R5年 度に小学校8校 に設置が完了し、学校や地域の課題解決に向け協議を実施している。
地域総掛かりで学校運営や子どもを見守り育てることを推進していく。

10(款)教 育費1(項)教 育 総務 費5(目)教 育研究所費

【事業名】 教育研究所管理運営費 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち
決算事業費

財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

3,324 48 3,372 0 3,292 3,292

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

教育研究所長報酬 報酬1,984・ 教育研究所運営委員会の開催(3回)

教育研究所長期末手当 職員手当等402・ 臨時的任用教員研修、新任教員ブイールドワーク研修の実施

運営委員会委員報償費 報償費24'ア ウトリーチ型スクールカウンセラーの派遣・教育相談活動教育
研究所長醐 手当他 旅費31研 究協力校_の 補助(4校)

消耗品費 ・印刷製本費 需用費369

研究協力校補助金他 負舩 綱及び鮒企365

【事業効果】

保護者の困り感を聞くことで、教育支援センターへの通室や他関係機関へ繋げるなど、児童生徒の居場所づくりに務めた。
毎月全小中学校を訪問し、不登校児童についての情報共有を行った。
学校の要請 に応 じ、OR型SCを 派遣 し、児 童生徒 の観 察やカウンセリング及び保護者 のカウンセリング等を行 い、困り感に寄 り添ったアドバイスを行った。

学校の研究推進について講師派遣や先進校視察研修などへのサポートを行い、授業改善につなげ、その取組みを市全体へ発信し、他校の実践にも活かされた。
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10(款)教 育費2(項)小 学校費1(目)学 校管理費

【担当課、名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)【事業名】 要保護・準要保護児童就学奨励費(給食)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

6,384 0 6,384 0 5,174 5,174

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校給食費支援 扶助費5,174認 定者133名 に対する学校給食費の援助を行った。

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な児童に対し学校給食費を援助し、義務教育の円滑な実施を行った。

【事業名】 特別支援教育就学奨励費(給食) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

532 0 532 0

■

253 126 127

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校給食費支援 扶助費253認 定者10名 に対する学校給食費の実費半額分の援助を行った。

【事業効果】

安芸市立小学校の特別支援学級に在籍する児童に対して、給食費の実費分の半額を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。
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【事業名】 小学校校務支援員活用事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位、千円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 決算事業費

国 県 地方債 その他 一般財源
■

6,611 △499 6,112 0 5,656 3,107 2,549

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

校務支援員報酬 報酬 生653小 学校4校 に1名ずつ配置し 教員の専門性を有しない業務(コピー・教材づくり・電

校務支援員期末手当 職員手当等807話 対応・データ入力 ・集計作業など)を支援した。

校務支援員 通勤手 当 旅 費196'安 芸第一小11カ 月 週30h
・土居小10ケ 月 週30h
・井 ノロ小11ケ 月 週30h

・川北小11ケ 月 週20h

【事業効果】

教員が本来の教育活動に専念できるよう専門性を必要としない業務を代わって行うことで、教員の業務負担軽減を図るとともに、児童への指導や教材研究等に注力できる体制が
推進された。

【事業名】 小学校管理事務費《繰越含む》 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最 終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

123,751 16,024 136,175 11,550

■

118,212 748 43,300 403 73,761

【主な費用概 要】(節 名称)(金 額)【 事業 内容 】

学校技 能員 給料 給料11,942・ 学校技 能員7名 の配置

蕪 欝:灘l　 lll　　筆;藷灘灘 摯鵬 一 円
プール改修工事他 工事請負費50,992

机 ・イス購入他 備品購入費4,612

【事業効果】

児童の安全確保と安心して学べる学校環境の維持管理を図った。
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10(款)教 育費 2(項)小 学校費 2(目)教 育振興費

【事業名】 要保護・準要保護児童就学奨励費(学用品) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算 額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

4,301 0 4,301 0 3,736 3,736

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学用品費等支援 扶助費3,290認 定者133名 に対する学用品費等の援助を行った。
(新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会 費等)

【事業効果】

経済的な理 由から就学困難な児童に対し学用品費等を支援し、義務教育の円滑な実施を図った。

【事業名 】 特別支援教育就学奨励費(学用品) 【担 当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最 終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

308 0 308 0 96 48 48

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学用品費等支援96認 定者10名 に対する学用品費等の援助を行った。
(新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会 費、部活動費等)

【事業効果 】

安芸市立小学校の特別支援学級に在籍する児童に対して、学用品費等を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。
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【事業名】 小学校情報教育推進事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 最終予算額 うち 財 源 内 訳
補正予算額

(流用等含む) 次年度購1購 類 国 県 地方債 その他 一般財源

21,768 294 22,062 ・121,891 5,753 16,138

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

PC機器周辺消耗品費 需用費83・ 校内通信ネットワーク整備 に係る維持管理

通信回線 ・プロバイ ダー使用 料他 役務費1,493・ タブレット端 末用ソフトの購入及び更新

ネ 。 トワー ク貯 委 託 委託料1,440'校 務系システムの運 用保守負担金

学習系端末 リー ス ・ソフ ト等使 用料 使用料及び賃借料16,674

校 務支援 システ ム運 用保 守負 担金 負担飾 助及び鮒 金2,201

【事業効果】

情報化社会に対応できる人材を育成するため、学校のICT環 境を整備することにより、情報教育の推進及び教員の業務改善を推進した。
インターネット、教育用ソフトウェアの活 用した多様な授業展 開により、児童の理解度の向上につながった。

校務支援システム、文書収受システム等の導入により校務処理の効率化を図っている。

【事業名】 小学校教育振興事務費 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位=千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

11,892 0 11,892 0

■

11,184 11,184

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

各校の教材費等消耗品費他 需用費6,953教 育活動に必要な消耗品及び備品等の購入等
ピアノ調律代 役務費266

ポスタープ リンター他教材備品購入 備品購入費3,965

【事業効果】

教育活動に必要な教材や備品等の整備、充実を図った。
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10(款)教 育費3(項)中 学校 費1(目)学 校管理費

【担当課名】 学校教育課、学校教育係(単 位:千 円)【事業名】 要保護・準要保護生徒就学奨励費(給食)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

4,954 0 4,954 0

1

3,337 3,337

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校給食費支援 扶助費3,337認 定者70名 に対する学校給食費の援助を行った。

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な生徒に対し学校給食費を援助し、義務教育の円滑な実施を行った。

【事業名】 特別支援教育就学奨励費(給食) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

292 0 292 0

1

164 82 82

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校給食費支援 扶助費164認 定者6名 に対する学校給食費の実費半額分の援助を行った。

【事業効果】

安芸市立中学校の特別支援学級に在籍する生徒に対して、給食費の実費分の半額を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。
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【事業名】 中学校校務支援員活用事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

3,289 △272 3,017 0

■

2,981 1,706 1,275

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

校務支援員報酬 報酬2,600各 学校に1名ずつ配置し、教員の専門性を有しない業務(コピー・教材づくり・電話対

校務支援員期末手当 職員手当等265応 ・データ入力・集計作業など)を支援した。

校務支援員鞠 手当 韻116:謬 丘中1°f蕩 鑑

【事業効果】

教員が本来の教育活動に専念できるよう専門性を必要としない業務を代わって行うことで、教員の業務負担軽減を図るとともに、児童への指導や教材研究等に注力できる体制が
推進された。

【事業名】 中学校管理事務費《繰越含む》 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 最終予算額 うち 財 源 内 訳
補正予算額

(流用等含む) 次年度繰越額 決算事業費
国 県 地方債 その他 一般財源

20,072 3,007 23,079

■

20,623 88 289 20,246

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学校技 能員給料 給料3,281・ 学校技能員2名 の配置

学校技能員期末手当等 需用費729・ 学校施設の維持管理
・学校管理備品の整備・更新各校

の消耗品、光熱水費、修繕費他 需用費9,884

電話代他 役務費2,419

電気 ・消防設備 ・プール等保守委託 委託料2,017

野球部部 室倉庫 、　AEDリ ース料 使用料及び賃借料717

【事業効果】

生徒の安全確保と安心して学べる学校環境の維持管理を図った。

18



【事業名 】 中学校建設事業《繰越含む》

当初予算額

4,091,760

補正予算額

212

最終予算額
(流用等含む)

4,091,972

うち
次年度繰越額

30,000

決算事業費

3,983,168

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国

963,176

県

36,204

地方債

2,839,300

その他

143,604

一般財源

884

【主な費用概要】
一般職給料

期末勤勉手当他

地方公務員共済組合負担金

統合中学校新築工事監理委託他

統合中学校新築工事他

統合中学校新規什器購入他

【事業効果】

(節名称)

給料

職員手当等

共済費

委託料
工事請負費

備品購入費

(金 額)

8,551

5,296

2,820

63,033

3,758,791

138,941

【事業内容】

安芸市の次世代を担う中学生の命を守るため、津波浸水想定区域外に新たに移転
統合する中学校を建設し、安全に安心して学べる教育環境を整備する。

・統 合 中学 校 新 築 工 事3 ,738,864千 円(う ち繰 越487,419,000円)
・統 合 中学 校 新 築 工事 監理 委 託46 ,189千 円
・敷 地 面積43375 .31㎡ ・延 床 面 積(校 舎棟6608.10㎡ 、屋 内運 動 場棟2590.91

㎡ 、プ ール 棟785.53㎡ 、部 室等246.73㎡)

清水ケ丘中学校と安芸中学校を1校に統合し、令和6年4月 開校を目指して新築工事及び工事監理等を実施した。
新中学校で使用する新規什器等の備品等の購入を行い、開校後スムーズな学校運営ができるよう整備を図った。

【事業費内訳 】

統合中学校建設事業費(H29年 度～R5年 度)

(令和4年3月 議会説明時点 見込) (億 円)

内 容 項 目 金額 財源内訳

設計、工事監理等 設計監理費 2.8 《総事業費》 【a】58

菖鵠 豊債)}1鷲
造成工事 敷地造成工事費 6.0

校舎棟他建設工事 建設工事費 46.0

周辺整備工事費 1.7 起債交付税算入額 【d】34

(過疎債 【b】の70%)用地費 用地関係費 1.5

合計 58.0 総 事 業 費 に対 す る交 付 税

算 入 割合59%

(【d】/【a】 ×100)

《実 質負 担 額 》
15

(【a】 一 【c】一 【d】)

う讐 交付糠 入外[15

◇

(H29年 度～R5年 度 決算) (千 円)

項 目 金額 財源内訳

設計、工事監理費等 256,869 《 総 事 業 費 》 【a】5,661,684

起 債(過 疎 債)【b】'4,492,700

国 ・県 補 助 金 【c】999,816

施 設 整 備 基 金139,163

一 般 財 源 ・30
,005

敷地造成工事費 452,562

建設工事費 4,488,451

周辺整備工事費 168,398

用地関係費 138,222

備 品 ・機能移転費 157,182 起 債 交 付 税 算 入 額 【d】3
,144,890(過疎 債 【b】の70%)

合計 5,661,684

総 事 業 費 に対 す る交 付税

算 入 割 合56%

(【d】/【a】 ×100)

《 実 質 負 担 額 》
1,516,978

(【a】 一 【c】 一 【d】)

うち響 竺灘 外[Ll継
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10(款)教 育費3(項)中 学校費2(目)教 育振興費

【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)【事業名】 要保護・準要保護生徒就学奨励費(学用品)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

6,583 0 6,583 0

`

5,437 5,437

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学用品費等支援 扶助費5,437中 学生認定者70名 に対する学用品費等の援助を行った。
(新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会 費、部活動費等)

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な生徒に対し学用品費等を支援し、義務教育の円滑な実施を図った。

【事業名】 特別支援教育就学奨励費(学用品) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位1千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

387 0 387 0

■

248 124 124

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

学用品費等支援 扶助費248中 学生認定者7名 に対する学用品費等の援助を行った。
(新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会 費、部活動費等)

【事業効果】

安芸市立中学校の特別支援学級に在籍する生徒に対して、学用品費等を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。
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【事業名】 中学校情報教育推進事業 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

最終予算額 うち 財 源 内 訳
当初予算額 補正予算額

(流用等含む) 次年度繰越額
決算事業費

国 県 地方債 その他 一般財源

6,679 0 6,679 0

1

5,828 1,681 4,147

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

PC機器周辺消耗品費 需用費97・ 校内通信ネットワーク整備に係る維持管理

通信 回線 ・プ ロバイ ダー使用料他 役務費421・ タブレット端末用 ソフトの購入及 び更新・校務系システムの運用保守負担金ネ
ッ トワーク保守委託 委託料360

学習 系端 末 り一ス ・ソフ ト等使用料 使用料及び賃借料4,419

校務支援 システ ム運用保守負 担金 負担釧i助及ひ交付金531

【事業効果】

情報化社会に対応できる人材を育成するため、学校のICT環 境を整備することにより、情報教育の推進及び教員の業務改善を推進した。
インターネット、教育用ソフトウェアの活用した多様な授業展 開により、生徒 の理解度の向上につながった。
校務支援システム、文書収受システム等の導入により校務処理の効率化を図っている。

【事業名】 中学校教育振興事務費 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位=千 円)

最終予算額 うち 財 源 内 訳
当初予算額 補正予算額

(流用等含む) 次年度繰越額
決算事業費

国 県 地方債 その他 一般財源

14,072 0 14,072 0

1

12,594 3,273 9,321

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

部活動外部講師謝金 報償費100・ 教育活動に必要な消耗品及び備品等の購入等

部活動外部講師旅費 旅費62・ 芸西中学校教育受託費(前年度分支出R4安 芸市生徒数9名)・部活動に外部講師を招致(野球部 ・サッカー部 各2回)
各校の教材費等消耗品費他 需用費5,988 ・部活動への活動補助(2校3 ,045千円)芸西中学校教育受託費 委託料2

・108・ 安芸駅・安芸市立安芸中学校間の通学手段としての自転車等購入費を補助(10
ポスタープ リンター、楽器等教材備品購入 備品購入費939名)

中学校部活 動補 助金 、 自転 車等購 入費補助金 負担釧i助及び交醗3,339

【事業効果】

教育活動に必要な教材や備品等の整備、充実を図った。
外部講師を招致することで、普段とは違った活動や指導を受けることにより部活動の充実を図った。
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10(款)教 育費 4(項)社 会教育費 1(目)社 会教育総務費

【事業名】 社会教育総務事務費

当初予算額

5,423

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

5,107

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

4,114

【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国

0

県

0

地方債

0

その他

188

一般財源

3,926

【主な費用概要】

生涯学習学級講師謝金

夏季大講師等謝金

市展審査員 ・補助員 ・運営委員謝金

生涯学習(夏 季大学)講 座講師委託

市展業務委託(小 中作品貼付 ・受付)

(節名称)

報償費

報償費

報償費

委託料

委託料

(金 額)

189

360

717

969

213

【事業内容】

1.学 習機会の拡充(夏季大学講座 、各種団体の育成)
・夏季大学講座5講 座 来場者751名
・生涯学習学級の開設7学 級71講 座 延べ613名 参加

2.芸 術文化活動の推進・支援(市展、文化協会活動の支援)
3.各 種事務局運営(文化協会、社会教育連絡協議会)
4.成 人式運営 令和6年1月3日 開催 出席者99名/対 象者128名

【事業効果】

1.生 涯学習講座(夏季大中止に伴う振替講座)で は、市民各層の見識を広め、知識と教養を高めることができた。
2.安 芸市美術展覧会では、芸術への創作意欲を高め、観賞することにより、心豊かな人づくりを進めることができた。また、小中学生には美術教育の一指針となった。
3.生 涯学習学級では、特色ある学習を深めることができた。

【事業名】 放課後児童対策事業 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

46,831 △1,105 45,726 0

■

42,091 13,159 13,192 0 0 15,740

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

安芸学童保育所支援員 ・補助員報酬 報酬6,924L学 童保育所の開設(校 区:安芸第一小、川北小、土居小、井ノロ小)

安芸学童保育所支援員 ・補助員期末手当 職員手当等7902・ 長期休暇時の校 区外児童の受入れ

学童保育運営委託 委託料29,878

【事業効果】

放課後の保育に欠ける児童を預かることにより、親が安心して働ける環境をつくり、
児童の健全育成が図られた。

学童保育所業務(円)
学童保育所名 運営形態 委託先 金額

安芸学童保育所 市直営 8,670,984

川北学童保育所

委託

川北学童保育所運営委員会 4,035,399

土居学童保育所 どいっ子学童クラブ運営委員会 9,070,050

土居第2学童保育所 どいっ子学童クラブ運営委員会 8,812,935

井ノロ学童保育所 井ノロ学童保育所運営委員会 7,959,502
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【事業・名】 文化財保存事業 【担当課名】 生涯学習課 文化財係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 決算事業費
財 源 内 訳

(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

12,107 △1,718 10,389 0

1

8,943 3,268 108 0 1,573 3,994

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

安芸城内清掃委託 委託料734・ 文化財の保護

文化財保存活用地域計画作成支援委託 委託料 生503'埋 蔵文化財の調査と保存
五藤家他樹木勇定委託 委託料682'天 然記念物等の調査と保全・地域伝統文化の保存と継承
書道美術館周辺草刈 り清掃委託 委託料836.安 芸城跡の保全と整備、活用
住宅登録文化財調査委託 委託料495・ 文化財保存活用地域活用計画の策定
五藤家安芸屋敷エアコン設置工事 工事請負費297

【事業効果】
文化財 の調査を通 じて、保護 ・保全 に寄与した。
文化財保存活用地域計画の策定を通じて、市民の文化財に対する関心を高め、保全へ関わる人材の発掘につながった。

【事業名】 重要伝統的建造物群保存地区事業

当初予算額

67,819

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

67,819

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

61,608

【担当課名】 生涯学習課 文化財係
(単位:千 円)

財 源 内 訳
国

38,572

県

8,901

地方債

0

その他

8,858

一般財源

5,277

【主な費用概要】

土居廓 中野村家住宅主屋修理工事監理委託

まちなみ保存修理指導委託

土居廓中野村家住宅主屋修理工事

伝統的建造物群保存地区保存補助金

(修理 ・修景事業)

(節名称)

委託料

委託料

工事請負費

負担金補助及び交付金

(金 額)

4,532

759

39,358

16,653

【事業 内容 】
・伝統 的建造物群保存地区保存審議会 の開催(1回)
・まちなみ保存相談(対 面 ・電話 ・メール)

・保存地 区内の修理 ・修景事業(修 理1件 、修景4件)
・一般公開の野村家住宅の修理工事

【事業効果】

土居廓中地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことにより、先人達が築いてきた地区の歴史的風致や固有の景観を後世に継承していく大きな原動力となっている。
地区内の伝統的建造物等修理事業を行い、往時の建物を保存・復元することで、保存地区全体の景観を保存することができた。
一般公開の武家屋敷の修理によって、見学者の安全確保及び老朽化 ・破損部の維持修繕、本格的な修理の実施に向けた資料収集 につながった。
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【事業名】 埋蔵文化財発掘調査事業 【担当課名】 生涯学習課 文化財係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 決算事業費 財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

10,451 89 10,540 0 10,102 287 0 0 0 9,815

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

瓜尻遺跡調査指導委員旅費 旅費403・ 国史跡の指定に向けた瓜尻遺跡の遺物整理作業と記録

瓜尻遺跡パンフレット印刷製本 需用費297・ 瓜尻遺跡への市民の興味関心を高めるため、解説看板やパンフレットを制作

瓜尻遺跡出土木製 品保存処理委託 委託料2 ,346
瓜尻遺跡解説看板掲載イラスト作成委託 委託料242
出土遺物注記システム賃貸借 使用料及び賃借料616

【事業効果】

瓜尻遣跡の解説看板やパンフレットを活用して、市民の瓜尻遺跡への興味と関心が高まった。
国史跡指定に必要な報告書に必要となる、遺跡及び遺物の整理 ・記録作業が進捗した。

10(款)教 育費4(項)社 会教育費2(目)公 民館費

【事業名】 公民館管理運営費 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位 二千円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 決算事業費 財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

26,012 935 26,947 0 26,068 10,000 602 15,466

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

公 民館長 等報酬 報酬12
,4481.公 民館 を18館 設置 し、公 民館長 及び主事を配置した。10館 には活動指導員(公

活動指導員期末手当 職員手当等2 ,079民 館長兼務)を配置し・社会教育関係団体の育成及び公民館活動の推進を図った。
光熱水費 需用費6 ,1742・ 公民館を拠点とした各種学級・公民館講座を開設した・5公民館34講座 延べ398名参加
通信運搬費 役務費1 ,609
浄化槽維持管理委託 委託料2,007
AEDリ ー ス料 他 使用料及び賃借料1 ,096

【事業効果】

L公 民館を中心とした地域活動を支援し、社会教育の促進を図った。また、活動指導員会及び館長主事会での情報交換により、公民館活動の活性化・充実につながった。
2.公 民館講座では、地域と密着 した特色ある学習を深 めることができた。
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【事業名】 公民館管理運営費《繰越》 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位:千 円)

繰越予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

1,700 0 1,700 0 1,690 1,690

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

穴内公民館雨漏 り修繕 需用費671施 設の修繕を実施した。

八幡集会所屋根棟板金修繕 需用費188

西浜公民館空調取替工事 工事請負費495

【事業効果】

施設の利便性の向上及び活用強化を図った。

【事業名 】 地域生涯学習活動補助金 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位:千 円)

最終予算額 うち 財 源 内 訳
当初予算額 補正予算額 (流用等含む) 次年度繰副 決算轍 国 県 地方債 その他 一般財源

1,975 0 1,975 ・11,477 1,477

【主な費用概 要】(節 名称)(金 額)【 事業 内容 】

地域 生涯 学習活動補 助金 負担鋪 助及び交付企1,477市 内公民館の運 営委員会へ、地域住民 自ら参加 して地域活動を行 うための補助金
を交付した。
生涯学習推進事業(各種教室開催等)、地域文化推進事業(文化祭、芸能祭等)、地
域づくり事業(清 掃活 動、研修 等)、 生きがい促進事業(活 動サークル活動等)、ふ る

さとふれあい事業(公民館まつり等)、青少年健全育成事業(各種教室等)、健康つく
り推進事業(地 区民運動会、スポーツ大会等)

【事業効果】

地域の特色を生かした各種活動(地域学習・スポーツ活動・文化祭等)への助成を行うことにより、地域住民の連携や生涯学習活動への参加を促進し、地域コミュニティの育成と
地域交流の活性化が図られた。
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10(款)教 育費4(項)社 会教育費3(目)図 書館費

【事業名】 図書館管理運営費 【担当課名】 生涯学習課 生涯学習係(単 位 、千円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち
決算事業費

財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

18,826 200 19,026 0
118

,942 9 18,933

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

図書館資料購入費他消耗品費 需用費49901.図 書館資料の購入及び貸出等

光熱水費 需用費2 ,259'団 体貸 出・公共図書館間の資料相互貸借
図書館運 営業務委託 委託料8 ,8272・ 図書の紹介(市 広報 による新刊図書の紹介 ・「図書館 だより」の配布)3.児童、幼 児を対象としたお話の会や読み 聞かせ会の開催図書館 システム保守 委託(ソ フ ト 'ハ ー ド)委 託料1

,447.お 話 の会(童 っ子)、2回 延べ参加者数2、9名
公 衆無線LAN環 境整備 工事 工事請負費770・ ブックスタート57組 の親子 に絵本配布及 び読 み聞かせ(9

,10カ月健 診時)
・出張読み聞かせ 地域子育て支援センター4回 、土居小学校4回

【事業効果】

1資 料展示、お話 し会、読 み聞かせ等を行 い、一般 、児童ともに利 用者 が増加した。 貸 出冊数:一 般書20,284冊(前 年比93 .6%)、 児 童書21,934冊(前 年比93.7%)
2.システムを運用 し、事務の合理化 、利用者 の利 便 性の向上を図った。
3.市に所蔵がない資料について、他図書館から取り寄せ利用者の要望に対応できた。

10(款)教 育費 4(項)社 会教育費 4(目)人 権 教育費

【事業名】 人権学習事業

当初予算額

493

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

493

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

491

【担当課名】 生涯学習課 人権学習係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

491

【主な費用概要】

安芸市人権教育研究協議会補助金

(節名称)

負担金補助及び交付金

(金額)【 事業内容】

450人 権啓発・教育事業(行政を含む)
○人権啓発 ・学習参加者総数
・部落差別をなくする運動記念講演会
・安芸市人権教育研究大会
・高知県人権教育研究大会
・全国人権教育研究大会
・人権地区別懇談会

209名

3名

162名

4名

2名

38名

【事業効果 】

「同和問題」「女性」「こども」「高齢者 」「障害者」rHIV感 染者等」「外 国人」「犯罪被 害者等 」「インターネットによる人権侵害」「災害 と人権」「性 的指 向・性 自認」の11項 目の人権課

題のなかから、令 和5年 度は 「性 的指 向・性 自認 」というテーマで人権地 区別懇談会を開催 し、地域住民の人権意識を高めることができた。インターネットによる誹誘 ・中傷 ・いじめ
が起っていて、色 々な危 険が潜んでいるということを念頭 において利用すること、また、インターネットを使うときも相手の人権を尊重するという事を忘れない事が大切であること、

困ったときに相談できる機 関があること等 の情報を共有することができた。

人権地 区別懇 談会参 加者数 内訳:黒 鳥公民館7名 、西浜公 民館13名 、安芸公 民館9名 、赤野公 民館5名 、穴内公 民館4名 、合計38名



【事業名 】 地域改善対策進学奨励金給付等事務費 【担当課名】 生涯学習課 市民館(単 位1千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

137 0 137 0

■

104 0 61 0 0 43

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

消耗品費(コ ピー代)需 用費17奨 学資金貸付の支払い免除事務

通信運搬費(電 話代 ・切手代)役 務費87

【事業効果】

学校教育と、社会において有為な人材の育成に寄与するための奨学資金について、所得状況による減免を行うことで地域住民の生活の安定や福祉の向上に繋がった。

10(款)教 育費 4(項)社 会教育費 5(目)美 術館 費

【事業名】 美術館管理運営費 【担当課名 】 生涯学習課 文化財係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち 決算事業費
財 源 内 訳

(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

9,208 △359 8,791 0

1

8,293 0 0 0 273 8,020

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

全 国書展 ・高校 生大会審査員旅 費 旅費146・ 第41回 安芸全国書展 開催(30都 道府 県、1135点)

光熱水費 需用費1,446・ 第20回 安芸全 国書展高校生大会(22道 県・57校 ・650点)

施設警備 委託 委託料448'常 設展示・テーマ展・第7回 童謡 の書展

書道美術館収蔵庫空調設備取付工事 工事請負費352
書道美術館展示室照明器具取替工事 工事請負費220

【事業効果】

安芸市書道振興協議会と連携して一般、高校生と幅広い層の書道作品の展示会等を開催することで、書道文化振興及び次世代育成につながった。
「書道 の里 ・あき」をPRし 、書道文化への関心を高めた。

※入館2,725人/年 間(前 年比992人 減 、R4は 貸館事業 があった)
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10(款)教 育費4(項)社 会教育費6(目)歴 史民俗資料館費

【事業名】 歴史民俗資料館管理運営事業《繰越含む》 【担当課名】 生涯学習課 文化財係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち
決算事業費

財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

■

13,304 398 13,760 0 13,419 0 220 0 706 12,493

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

光熱 水費 需用費1,257・ コレクション展 、特別展(安 芸のおひなさま)の 開催

歴史民俗資料館警備委託 委託料448・ 資料の収集、保存(寄贈、寄託、資料の記録保存)
五藤家文書デジタル撮影委託 委託料440'教 育普及(安芸市広報等・印刷物への記事掲載・学校との連携・資料の閲覧等)

・五藤家安芸屋敷の活用歴史
民俗資料館正面ゲー ト設置委託 委託料440 ・SNSを 活用した安芸市の歴史と文化に関する情報発信

歴史民俗資料館高圧設備等取替工事(繰 越)工 事請負費2 ,530
歴史民俗資料館犬走修繕工事(繰 越)工 事請負費497

【事業効果】

学術及び地方文化の発展、観光振興に寄与した。
地域に開かれた学習施設としての機能を発揮し、教育効果をもたらした。
ボランティアガイドや高校生の協力を得て特別展の関連行事を開催し、歴史と文化への関心を高めた。
※入館2,911人/年 度(前 年比220人 減)、五藤家安芸屋 敷の貸 出9件(前 年度比3件 増)

10(款)教 育費 4(項)社 会教育費 7(目)女 性 の家費

【事業名 】 女性の家管理運営費

当初予算額

6,164

補正予算額

468

最終予算額
(流用等含む)

6,632

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

6,488

【担当課名】 生涯学習課 人権学習係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他

674

一般財源

5,814

【主な費用概要】
会計年度任用職員報酬
会計年度任用職員期末手当
主催講座講師報償費
光熱水費
施設管理委託

(節名称)

報酬

職員手当等

報償費

需用費

委託料

(金 額)

3,841

748

391

889

102

【事業 内容 】
・自己啓発や社会参加のための研修や学習機会 の実施及 びレクリエーションや 健康

づくりの機会 の提 供
・登録 団体:26団 体422名 登録:令 和6年3月 末現在
・安芸市連合婦人会業務
・女性の家だより発行(No .102～No.104)
・常掲展(Pピ ー)の 開催(1か 月 に1回 程度作品の入替え)

・女性の家まつりの開催

【事業効果 】

自己啓発や社 会参加 のための『研修の場』及 びレクリエーションや健康づくり等の『交流 の場』として活用され ており、女性 労働者 の福祉 の増進 につながった。
主催講座 にお いては、前期(8講 座 、449人)と 後期(4講 座 、97人)に わけて開催し、546名 の参加 があり、新たな登録団体が設 立された。

女 性の家利用状況:利 用回数1,108回 、利用延 団体数434団 体、利用延人数11,684名
女性 の家常掲展(uピ ー):12ヶ 月で9展 示、合計693点



10(款)教 育 費 5(項)保 健体育費 1(目)学 校保健費

【事業名】 学校保健事務費(小学校) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

2,470 59 2,529 0
12

,138 4 2,134

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

就学児健診消耗品他 需用費239・ フッ素洗 口の実施

蕪羅警 騨 撚欝 ㌘ 鰯灘鷲轟_
【事業効果】

健康診断の実施や飲料水等の水質検査等を実施し、病気や感染症を予防することにより、児童の健康維持と健康管理を図った。
学校教育を円滑に実施するため保険に加入し、学校管理下において生じた負傷者等に対して給付金を支給した。

【事業名】 学校保健事務費(中学校) 【担当課名】 学校教育課 学校教育係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

国 県 地方債 その他 一般財源

1,194 21 1,215 0

1

930 930

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

就学児健診消耗品他 需用費53・ フツ素洗 口の実施

尿検査 ・心臓等健診手数料、保険料他 役務費874'児 童生徒・教職員健康診断の実施・プール水質検査手数料(163千 円)学校
医送迎タクシー代他 使用料及び賃借料3 ・スポーツ振興センター共済保険への加入(235千 円)

【事業効果】

健康診断の実施や飲料水等の水質検査等を実施し、病気や感染症を予防することにより、生徒の健康維持と健康管理を図った。
学校教育を円滑に実施するため保険に加入し、学校管理下において生じた負傷者等に対して給付金を支給した。
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10(款)教 育費 5(項)保 健体育費 2(目)体 育振興費

【事業名】 体育振興事業費 ・タートルマラソン運営事業費

当初予算額

10,426

補正予算額

△1,384

最 終予算額
(流用等含む)

9,042

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

7,752

【担当課名】 生涯学習課 スポーツ振興係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国

0

県

479

地方債

0

その他

0

一般財源

7,273

【主な費用概要】
スポーツ推進委員他報酬

子 どもスポーツ体験教室委託

全 日本大学女子硬式野球高知大会補助金

安芸市体育会補助金
スポーツ合宿支援事業費補助金(9団 体)

安芸ター トルマラソン全国大会補助金

(節 名 称)

報 酬

委託料

負担金補助及び交付金

負担金補助及び交付金

負担金捕助及び交付企

負担金補助及ひ交付金

(金 額)

554

959

1,100

591

1,776

800

【事業内容】
・ニュースポーツの普及や指導者の育成を図るため、スポーツ振興審議会やスポーツ
推進委員会、ニュースポーツ体験会を開催
・安芸市体育会や全 日本大学女子硬式野球大会、タートルマラソン全国大会などへ
の補助金を支出し、関係団体との連携・協力により各種大会を開催
・安芸市総合運動公園を活用した「スポーツキャンプのまちづくり」を推進。合宿団体
への補助金交付

【事業効果 】

安芸市体育会等 の体育組織 と連携 ・協力して、各種大会やスポーツ教室等を開催することで、市民がスポーツに親 しむ機会を提供 し、スポーツ人 口の拡大を図っている。
2月 から始まる合宿シーズンに新たに「三菱重工East硬 式野球部」の合宿誘 致に繋 げることができ、スポーツキャンプ地 としての認知度 向上 に努 めている。

健康増進や生きがいを見いだす生涯スポーツは 「地域総合型スポー ツクラブNPO法 人来楽部あっきい一な」が主体 となりスポーツ教 室を開催することで、多様なニーズに対応す
ることができた。

(6)スポーッ合宿実績

団体名 区分 期間 始 期間 終 泊数 総宿泊人数
履正社医療スポーッ専門学校 専修学校 R5.5.8 R5.5.15 8 404

大阪レンジャーズヤング 中学生 R5.7.15 R5.7.17 2 105

レッドスター べ一スボールクラブ 中学生 R5.8.1 R5.8.3 一 一

関メディベースボール学院中等部 中学生 R5.8.6 R5.8.12 一 一

ヤ ングベースボー ル・ネットワーク 中学生 R5.8.26 R5.8.27 一 一

高知県中学選抜野球チーム 中学生 R5.9.2 R5.9.3 1 30

福山大学硬式野球部 大学 R6.2.10 R6.2.16 6 278

三菱重工East硬 式野球部 一般 R6.2.17 R6.2.26 11 374

関西大学硬式野球部 痔 R6.2.26 R6.3.11 15 934

大阪商業大学硬式野球部 大学 R6.3.11 R6.3.18 8 628

関西大学北陽高等学校硬式野球部 高校 R6.3.20 R6.3.22 3 133

大阪商業大学高等学校硬式野球部 高校 R6.3.23 R6.3.28 6 428

大阪高等学校硬式野球部 高校 R6.3.28 R6.4.1 4 229

計 64 3,543

O体 育施設の利用状況
体育館等施設

`・ ・:1・ ・r1施 機`名 ・1…`L'lrl
`1.利用件数1 一

利用者数

安芸市体育館 1,142 8,044

清水ケ丘体育館 94 1,146

内原野体育館 208 2,239

武道館 174 1,003

学校開放(U校:小9・ 中2) 1,557 17,946

県立学校 開放(桜 ヶ丘高) 0 0

白馬 テニ スコー ト 131 1,011

計 3,306 31,389

lI1
「`施1設 、名

安 芸 市 体 育 館 トレー ニン グ室

11・[佛 館 日数

345

利用者 数

9,563

総合運動場
1
、1`.施11股:烙1.11' 、利 用件 数 1利用者 数1

安 芸市営球場(安 芸タイガース球場) 105 7,339

多 目的競技場 108 6,831

多 目的競技場(ナ イター) 97 1,872

雨天練習場 33 1,221

多 目的体育館(安 芸ドーム) 98 4,998

441 22,261
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10(款)教 育費 5(項)保 健体育費 3(目)体 育施設 費

【事業名】 体育施設管理運営費

当初予算額

33,017

補正予算額

8,271

最終予算額
(流用等含む)

41,288

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

40,076

【担当課名】 生涯学習課 スポーツ振興係
(単位:千 円)

財 源 内 訳
国

0

県

0

地方債

0

その他

17,450

一般財源

22,626

【主な費用概要】

市民体育館他体育施設維持管理費

安芸市体育館等管理運営業務委託

阪神 タイガース秋季キャンプ対応委託

安芸市多 目的体育館 トイレ漏水修繕工事

総合運動場整備基金積立

(節名称)

需用費

委託料

委託料

工事請負費

積立金

(金 額)

15,419

7,997

3,135

605

7,059

【事業内容】
・安芸市総合運動場ほか体育施設(体 育館、武道館)の適切な維持管理
・阪神タイガース秋季キャン受入体制の充実を図るための施設整備、業務委託の実
施
・(株)阪神タイガースからの企業版ふるさと納税を総合運動場施設整備基金へ積立

【事業効果】

体育施設の維持管理 を図りつつ、計画的に修繕 ・改修を実施することにより、安全 ・快適 に利 用できる環境を提供す ることができている。
18年 ぶりのリーグ制覇 と38年ぶ りの 日本一 により多くの来場 者があった阪神タイガース秋季キャンプでは、委託業務等を活用しながら観客の受入れを行っている。

【事業名】 体育施設管理運営費《繰越 》

繰越予算額

34,350

補正予算額

0

最終予算額
(流用等含む)

34,350

うち
次年度繰越額

0

決算事業費

21,735

【担当課名】 生涯学習課 スポーツ振興係
(単位:千 円)

財 源 内 訳
国

0

県

0

地方債

17,700

その他

0

一般財源

4,035

【主な費用概要】

日ノ出町屋外 トイ レ兼倉庫新築工事

日ノ出町屋外 トイ レ兼倉庫新築工事監理委託

安芸市体育館空調機 取替工事

市営球場管理棟前 自立式看板設置工事

(節名称)
工事請負費

委託料
工事請負費

工事請負費

(金 額)

17,875

472

1,903

357

【事業内容】
・日ノ出町津波避難タワー建設時に取壊したトイレ等の復元工事
・安芸市体育館トレーニング室及び事務室内の空調機の取替工事
・市営球場来場者向けの掲示板設置工事

【事業効果】

日ノ出町(元気館駐車場内)に新たなトイレ兼倉庫を整備することで、同館利用及びイベント来場者の利便性向上が図られている。
市体育館トレーニング室は毎 日多くの利用者があり、空調機の取替を行ったことで年間通じて快適な利用環境を提供できるようになっている。
市営球場に常設の掲示板を設置したことにより、イベント情報や大会結果等の掲示ができ、利用者への情報提供が可能となった。
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○体育施設の利用状況

体育館等施設
1ぼ 施 設 名` LI,,11 利用件数1 1利用者数

安芸市体育館 1,142 8,044

清水ケ丘体育館 94 1,14.6

内原野体育館 208 2,239

武道館 174 1,003

学 校 開放(11校:小9・ 中2) 1,557 17,946

県立学校 開放(桜 ヶ丘高) 0 0

白馬 テニ スコー ト 131 1,011

計13,306131,389

総合運動場
・「㍑ 、,,、 ・施 設 名 ㌫1㍑`1 利用件数1

1莉用者 数 い

タイガ ース球場 105 7,339

補助グラウンド 108 6,831

補 助グラウンドナイター 97 1,872

雨天練習場 33 1,221

安 芸ドー ム 98 4,998

計1441122,261

1
1施 設 名

安 芸市体 育館 トレーニング室

開館日数
345

ヒ

利 用 者 魏 ・:μ

9,563

総合運動場
"1

・「 ㌦l

I

㌧利 用件 数"1
,痢 用者 魏,:1

安芸市営球場(安 芸タイガース球場) 105 7,339

多 目的競技場 108 6,831

多 目的競技場(ナ イター) 97 1,872

雨天練習場 33 1,221

多 目的体育館(安 芸 ドーム) 98 4,998

1441122,261
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10(款)教 育費 5(項)中 学校費 4(目)学 校給食費

【事業名】 学校給食施設管理運営事業 《繰越含む》

当初予算額

143,157

補正予算額

10,178

最終予算額
(流用等含む)

153,335

うち
次年度繰越額

7,160

決算事業費

143,917

【担当課名】 学校教育課 学校教育係 (単位:千 円)

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他

53,201

一般財源

90,716

【主な費用概要】

賄材料費、光熱水費、修繕費他

食品検査、腸内細菌検査料他

調理等業務委託、警備委託他

給食費管理システム使用料他

配送車重量税

学校給食セ ンター冷凍庫他購入

(節名称)

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

公課費

備品購入費

(金 額)

75,445

1,130

65,030

1,117

56

1,063

【事 業 内 容 】

・小 中学校 の完 全給食 の実施 、自校 式給 食施設 の段 階的廃 止 ・給食 センター へ統合(R6
～R10年 で 完了 予定)

・給 食実 施 回数(給 食 センター198日 、赤野196日 、井 ノロ190日 、川 北192日)
・給食 実 施(小 学校8校574名 、 中学校2校253名)
・調 理等 業務委 託63 ,330千 円 、給食 センター食 器 買替6,560千 円
光熱 水費10,338千 円 の内訳(電 気6,187千 円、ガス2,748千 円 、水道1,403千 円)

賄 材料 費55,594千 円

【事業効果 】

学校 給食法 に示された7つ の 目標(健 康の保持増進 、望ましい食 習慣 、社交性や協 同の精神 、生命や 自然 の尊重 、勤労を重んじる態度、食 文化へ の深 い理解、食料 の生産 ・流
通と消費へ の正しい理解)の 達成を目指し、学校 給食を通した食育を推進した。
毎月15日 じゃこの 日、17日 なす の 日、19日食育の 日、11月24日 和食 の 日、1月24～30日 全国学校給食週間、6月食育.月間、(通年)高 知 のたべものいっぱいはいちゅう日「高知

家のカレーの 日」等 、地元食材 を積極的に取り入れ地産地消の推進 及び児童 生徒へ の興 味 ・関心を育んだ。

10(款)教 育費 6(項)教 育諸費 1(目)育 成センター費

【事業・名】 育成センター事業費 【担 当課名】 生涯学習課 人権学習係(単 位:千 円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額 うち
決算事業費

財 源 内 訳
(流用等含む) 次年度繰越額 国 県 地方債 その他 一般財源

4,242 292 4,528 0 4,053 0 792 0 0 3,261

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

会計年度任用職員報酬 報酬1,1301.青 少年の健全育成活動の推進

会計年度任用職員期末手当 職員手当等2042・ 防犯活動強化
ス クー・レガー ドリー ダー報償費 報償費1,188ス クールガードリーダー(3人)に よる登下校 等の見守り3

.補導 活動の強化定期補導
・常任補 導委員 会報償費 報償費307昼 間パ トロール 、1日2回 夜 間パトロール:月2回 花火補導:年1回

安芸市子 ども会連絡 協議会補助金 飽 舗 助及び交f栓2634 .相談活動及 び広報活動

青少年育成安芸市民会議補助金 負担鋪 助及び交付金200

【事業効果】

関係団体との連携により、自然体験やスポーツ活動等の各種イベントを開催し、青少年の健全育成に寄与した。
子どもたちの見守り活動や補導活動等を行うことにより、犯罪・非行等の抑止効果を高めた。
白ポストの 日(毎月月末)に有害図書を回収し、健全育成の意識の向上に寄与した。
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【事業名】 放課後子ども教室推進事業 【担当課名】 生涯学習課 人権学習係(単 位 、千円)

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額 決算事業費

財 源 内 訳
国 県 地方債 その他 一般財源

4,888 525 5,420 0

1

4,048 0 2,597 0 0 1,451

【主な費用概要】(節 名称)(金 額)【 事業内容】

会計年度任用職員報酬 報酬778放 課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、子ども達が地域社会の中で、心

会計年度任用職員期末手当 職員手当等170豊 かで健やかに育まれる環境づくりを推進するために・放課後子ども教室(あきっ子

講 員難 費 継 禮 ヌ 羅 蹴点)伊駄 川榊 ・・穴一 本町知 育枇
無線LANル ー ター購入(6台)備 品購入費206・ 開催 回数:297回 、参加延人数も989名

・実施 内容:本 の読み聞かせ 、ゲーム、スポーツ、将棋 、折り紙 、宿題等

【事業効果 】

小学校や公 民館を活動拠 点として、多くの地域の人 々の参画 により、地域ぐるみで子 どもを育む環境を作ることができた。
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